











　1890 年代から 1930 年代までの草創期の日本の日曜学校教育に、深く関わった東西
の双璧と呼べる牧師がいる。一人は、「日本の花嫁」事件により日本基督教会から教
職を剥奪され、単立教会の牧師として東京で子どもとその権利擁護、教育に関わった
















































　三戸の死後、11 年を経て書かれた “SUNDAY SCHOOL” MITO 3 と題された回想は、
「三戸吉太郎は、洗礼を受ける前から日曜学校教師だった」という印象的な書き出し
1  田村直臣 ｢我が知れる日本の日曜学校｣『日曜学校の友』1933 年 1 月号（『植村正久と其の時代』第三
巻 369-403 頁に所収）。
2  小見のぞみ「学院の人々 20 三戸吉太郎」『関西学院史紀要』18 号、2012 年を参照。




























































翌年『教師之友』は NSSA の『日曜学校』と合併する。1925 年 2 月、三戸は、病気
のため日曜学校局長を辞任し、同年 5 月 2 日、57 歳の若さで逝去した。














　童友著、訓蒙『神の話』6 は、英語タイトル Talks to Children About God が示すよ
うに、「キリスト教の神」について、一話ごとの題に見られる神学的命題にそって子
どもに伝えることを企図した本である。J・ C・ C・ニュートンによる「序」、「日曜学





































神 他 愛 の教えをする所」と定義づけ、「憲法 28 条日本臣民は安寧秩序を妨
5  2 については、小見のぞみ「三戸吉太郎にみる日曜学校教育 ― 訓蒙『神の話』をめぐって」聖和論集
第 40 号、2012 年を参照。



























































































10  青山学院史料センターには三戸吉太郎案『天地創造図解』と題された水彩の屏風絵があり、“The 
Creation” Illustrated by Rev. K. Mito と書き込まれている。































































ど れ ほ ど
何程にお金がたくさんありまして
も、世界中で一番賢い人になりましても、死なねばなりません。ナント不










































か み さ ま
神様の事を稽古なさいまして、眞





か み さ ま
神様から可愛がられる子達となりなさいまして、天








































































・ ・ ・ ・ ・
っていく存在であり、それらをまた、次の世代に継承していく担い手とも
なる。こうして日曜学校は、真の神の子へと訓育するところの後継者（継承者）教育
14  三戸吉太郎「大成運動と日曜学校事業」『教界時報』1503 号（1920 年 6 月 18 日発行）6 頁。
15  松川成夫「『日曜学校教育史上の人物』を学ぶ ― 三戸吉太郎をめぐって ―」（「教育センターだより」


























































































































＊本論は、小見のぞみ「田村直臣のキリスト教教育論―その形成と変遷を巡って」第 4 章 3 節を修
　正加筆したものである。
